
電気･電子･
情報

機 械機機 械械

物質･材料物質物質 材･材料料

生 命生生 命命

環 境環環 境境

建築･土木建築建築･土･土木木

デザインデザデザインイン

社 会 学びのフィールド

電気･電子･
情報

機 械

物質･材料

生 命

環 境

建築･土木

デザイン

社 会 学びのフィールド

社会生活や企業活動を行う上で、

豊かさや快適さ、夢や目標の実現を目指すために必要となるのが

マネジメント（経営）です。

しかし、そこには失敗や損失が起こるかもしれないというリスクが、

必ずといっていいほど存在します。

大きな夢を実現するには、

事前にリスクを見つけ、対応できる能力が不可欠です。

このような人材のニーズに応えるべく、2009年に本学科を新設しました。

社会
システム
科学部

金融・経営リスク科学科
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本学科では総合的なリスク分析・管理の手法が学べるように、金融、情報、生産、生

活といった、社会をつくる4分野からアプローチします。企業活動に必要な資金の調達

や投資・資産運用における金融リスク、企業の生産・開発・流通、生活や環境などにお

ける経営リスクの解明に関する基礎的な知識を学び、情報通信、科学技術、金融経済、

生活環境などの動向や仕組みに関する基本的な理解力を高めます。また、さまざまな

危険を予知し被害を最小に抑える管理方法を学ぶことで、リスク管理にさまざまな分野

から解決する糸口を見いだし、その対策を講じて快適な社会づくりに貢献できる人材

の育成を目指します。このため、本学科ではリスクの発見、リスクの分析・評価、リス

ク対策立案、問題解決のためのコミュニケーションといった4つの能力を身につけるこ

とに注力し、幅広い舞台で活躍できる総合力を養えるよう配慮しています。卒業後の

進路としては、社会や暮らしにかかわるすべての業種が考えられます。管理技術者や

財務管理者、リスクマネージャとして、金融・サービス業やIT産業、製造業、官公庁・

自治体など、さまざまな舞台での活躍が期待されます。

金融分野

生産分野

情報分野

生活分野

投資や財務、資金調達など

企業活動の根幹を学びます。

開発から製造・流通まで、

安全な製品づくりを

マネジメントします。

最新の情報技術を学び、

セキュリティやリスクを

考えます。

食から災害・環境まで、

身近な生活のリスクと

対策を学びます。

□  学 科 の 特 徴

□  学 び の 分 野

1
2
3

学びの

P O I N T

大きな夢を
実現するため、

事前にリスクを見つけ、
対応する。

金融・情報・生産・
生活の4分野から
リスク分析・管理を

学ぶ。
リスク管理の
技術を活かして、
快適な社会づくりに

貢献する。

金融・経営リスク科学科

※金融・経営リスク科学科は
　2013年3月に第1期生が卒業します。
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学部共通専門科目および基幹科目は、全コース全分野に対して基礎となる科目。 （赤文字：必修科目　黒文字：選択科目）

学
部
共
通
専
門
科
目

基
礎
科
目
お
よ
び
基
幹
科
目

展
開
科
目

ソフト
コンピューティング
金融工学
コーポレート
        ファイナンス
情報システム開発
サイバー
リスクマネジメント
ゼミナール1

卒業研究

組織運営のリスクマネジメント
投資戦略と評価
技術開発リスクマネジメント
資源・エネルギー
　リスクマネジメント
食とリスク
環境リスクマネジメント
　　      　および演習
ヒューマンファクタの
　リスクおよび演習
生産システムおよび演習
金融・経営リスク
   マネジメント実験
ゼミナール2
課題研究
リスクコミュニケーション
　　　　　および演習

情報技術社会論
防災および
　危機管理システム
投資シミュレーション
　　　および演習

プログラム言語基礎
化学物質と人間
リスク対策と保険

現代技術論
安全システム工学
統計的リスク解析
　　　および演習
生活環境リスク分析
生活とリスク
リスク認知

金融経済論
確率論
知的財産権
経営管理論
会計システム
　　　 および演習
金融リスク論
情報リスク
　　　マネジメント
製品安全
　　　　マネジメント

情報処理基礎
　　および演習
リスク科学概論
安全と安心の
　　　　 心理

コンピュータ
サイエンス入門
ファイナンス概論

データ解析入門
オペレーションズ
　　　リサーチ入門
科学技術者倫理
企業の法的環境
ビジネス
　コミュニケーション

フィールド
　　アクティビティ

データマイニング
　　　　　　入門

基礎数学
　　および演習
コンピュータ
　　　リテラシ
社会システム
　　　科学入門

線形代数入門
情報リテラシ
ベンチャー
　　ビジネス論
環境保護と法
社会システムと
　　 意思決定

5セメスター 6セメスター 7セメスター 8セメスター
【教養科目の分野】　人間理解　社会理解　自然理解　総合学際・発展科目　スポーツ・サイエンス　コミュニケーションスキル　自然科学基礎　　（科目名については、108ページを参照してください。）

教養・基礎科目を中心に、「リスク」
という言葉を通じて社会を見つめる
目を養うための知的素養と学習方
法を身につけます。リスクを学ぶ
意義の理解と意識づけのため、専
門科目も並行して始めます。

「基幹科目」として本格的なリスク
論の学習がスタート。金融、情報、
生産、生活各分野でリスクが生じ
る社会的・技術的背景などを理解
し、自らの問題意識を深めていくこ
とが求められます。

金融、情報、生産、生活各分野の
リスクマネジメントに関するケース
スタディなどを通じてリスクに立ち
向かう各種の手法を学びます。ま
た、専任教員の研究室に配属とな
り、重点を置く分野を絞ります。

総まとめの卒業研究が中心。所属
研究室の教員による指導のもと、
一つのテーマについて掘り下げ、
卒業論文を作成・発表します。そ
の過程で、プレゼンテーションや文
書作成の訓練も受けます。

1セメスター 2セメスター科目 3セメスター 4セメスター

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次

カリキュラム（平成24年度実績）

　応用力のある人材を育成するため、本学科では文理横断型のカリキュラム

を設置。金融、情報、生産、生活の4分野を中心に、各分野のリスクマネジメ

ントについての解決すべき問題を発見し、その重大さを定量的に評価し、効

果的な解決方法を提案・実行できる能力の修得を目指しています。このため、

数理工学的手法をベースとし、幅広い社会問題の理解力、コミュニケーショ

ンスキル、社会生活・実務に必要な実践力・応用力を養うことを目的としてい

ます。基礎となるシステム思考、数理・情報工学的手法、経営工学的手法を

修得した後、4分野でのリスク管理能力を向上し、実務的な対応力を身につ

けていきます。さらに、実社会でのデータを用いたシミュレーションやロール

プレイなどの手法を取り入れた演習も実施することで、知識をより確固たるも

のにします。また、本学科専任教員の多くが民間企業や行政職の経験を有し、

実社会での豊富な経験をもとに、少人数制の実践的教育を行います。

金 融 ・ 経 営リスク 科 学 科

□  カリキュラ ム の ポ イント
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私の家の近くには、とても水質が悪いと

いわれる沼があります。この授業を受け

る前は単純に「水質を改善すれば良い」

と考えていましたが、他の環境に悪影響

はないか、改善作業にはどれくらい時間

や費用がかかるかなど、考慮するべき点

が多々あることがわかりました。環境リ

スクに限らず、物事をいろいろな側面か

ら考えることの大切さを実感しました。

環境リスクマネジメント
および演習

授 業

金融・経営リスク科学科 3年

佐々木 亮人 さん
［茨城県／私立東洋大学附属牛久高等学校 卒業］

この授業では、身近な環境にある化学

物質が私たちの生活にどのような影響を

与えるのかという「環境リスク」につい

て、二つの側面から学びます。一つ目

は、化学物質が私たちの体にどのような

リスクを与えるかという理科的な側面。

二つ目は、環境問題への対応が企業

経営にどのようなリスクを与えるのか、ま

た人々が環境問題をどう捉えているのか

という社会科的な側面です。今回は「水

道水中の有害物質」について検証。有害

物質の摂取経路として、「水を飲む」だけ

ではなく、シャワーを浴びる時の「皮膚か

らの吸収」、水が蒸発した際に空気中に

放出された有害物質を「呼吸とともに吸

い込む」など、さまざまなパターンでのリ

スクを調査します。

調査にはパソコンのソフトウェアを使

用。摂取経路別に細かな条件を設定する

ことで、幾通りものシミュレーションを行

います。シャワーの例では、浴びる時間や

浴びる人の体格など、条件を変更しながら

有害物質の影響の変化を調べます。環境

の変化を、実際に目で見て確認すること

も重要ですが、それでは変化の一面しか

見ることができないので、パソコンを使っ

たシミュレーションはとても役立ちます。

講義の後半では、環境リスクが人体に

与える影響だけでなく、経済的にどれくら

いの損失になるかなど、企業経営のリス

クへの関わりについても学びます。

二つの側面から
「環境リスク」を調査

条件設定を変えながら
さまざまなシミュレーションを行う

│授業の魅力はココ！│

CLOSE UP

1環境のリスクは、私たちの体や生活だ
けでなく企業の経営にも影響を与える。
環境が悪化すると経済的にどれくらいの
損失になるのかなども学ぶ。23普段利
用している水道水にはどのようなリスク
があるのだろうか。パソコンのソフトウェ
アを利用して、条件を変えながらさまざ
まなシミュレーションを行う。

1

32

105

金
融
・
経
営
リ
ス
ク
科
学
科



KEY WORD

KEY WORD

KEY WORD

KEY WORD

KEY WORD

KEY WORD

KEY WORD

KEY WORD

越山   健彦 教授

身近な生活に供される様々な消費生活製品
を対象とした安全問題に着目する。どうすれ
ば、安全な製品ができるか、リスクを減らす
にはどうするか、このような問題を解決する
方策がリスクアセスメントであり、幅広い方
向から研究を行う。コンプライアンス、安全
技術の開発、品質保証システムの構築などが
具体的な研究対象となる。

製品開発／技術経営／品質管理

製品安全のためのリスクアセスメント

森   雅俊 教授

企業経営とIT（情報技術）プロジェクトに関す
るリスクマネジメントを研究する。本研究室
では、ビジネスモデルの革新と企業経営のリ
スク管理（ERM）に注目して研究している。情
報システム開発でのアジアを中心としたオフ
ショア開発や海外工場についても研究を行
う。海外からの留学生も受け入れている。

ビジネスモデル／IT（情報技術）

BCP（事業継続計画）とリスク管理、
グローバル生産、情報システム活用

髙木   彩 助教

日常生活における様々な安全安心に関わる
問題について、社会心理学の観点から研究を
行っている。リスクがもたらす不安にうまく
対処し、リスク低減のために必要な関係者間
でのコミュニケーションをどのように行って
いけばよいか、研究を進めている。

心理学／コミュニケーション

社会心理学、リスク心理学

徐   春暉 教授

グローバルな金融市場における投資意思決
定問題、資産運用問題と金融システムの危機
問題を背景に、数理技術を活かす数理モデル
アプローチと情報技術を活かすシミュレー
ションアプローチを用いて、問題解決方法の
研究を進めている。

金融リスク管理／意思決定／
ソフトコンピューティング

金融投資意思決定、金融リスクマネジメント、
最適化のソフトアプローチ

安藤   雅和 准教授

ビジネスや資産運用に影響を与えると思われ
るリスクを抽出し、これを定量的に、あるい
は定性的に評価するためのモデル開発の研
究を行う。金融リスクの中でも特に信用リス
クという、取引先が倒産状態（債務不履行）に
なることにより損失を被る可能性について取
り上げ、適切な評価法の研究を進めている。

金融リスク管理／シミュレーション／
品質管理

信用リスク評価、ファイナンス、統計学

柴田   清 教授

化学物資などの環境中濃度解析によるリスク
評価、環境対策技術の効果予測、地球温暖化
防止や先端技術利用によるメリット・デメリッ
ト評価など、広い意味での技術評価手法の研
究を行う。さらに、技術や経営に関する判断
では、科学的知見が不確かな状態での意思
決定が必要となることが多いことから、リス
クを伴う事象に関しての適切なコミュニケー
ションルートの構築を目指している。

環境リスク管理／地球環境

環境リスク管理

山崎   晃 教授

我が国は、国内資源に乏しく、資源やエネル
ギー源を海外に求めるとともに、技術力の向
上により国力を増強。資源・エネルギー・技術
の開発等には、技術面・経済面・社会面等の
多種多様なリスクが内在。国家や企業の発展
のためには、これらのリスクを最小化しつつ
克服していくことが必要。このための手法や
その有効性について研究を行い、実社会に対
して、その成果を還元することを目指す。

技術経営／意思決定／経営戦略

資源・エネルギー・技術の開発に関連するリスク

髙嶋   隆太 准教授

企業は社会経済の中で様々なリスクにさらされ
ている。そのため、企業が投資プロジェクトの意
思決定を行う際に、リスクや不確実性を考慮した
経済性評価を行う必要がある。本研究室では、
不確実性を考慮した投資評価手法であるリアル
オプションにより、企業の投資プロジェクトや技
術などの経済性や投資戦略に関する研究を行っ
ている。また、本手法によるエネルギー・環境問
題の費用便益分析に関する研究も進めている。

経営戦略／金融リスク管理

経済性評価、リアルオプション

金 融 ・ 経 営リスク 科 学 科

私たちの行動は個人の性格だけでなく、他人の行動からも影響を受けている。友人たちが

「お昼はラーメン屋に行こう」といった時、本当は他のものが食べたいのについ「いいよ」と

答えてしまったことはないだろうか。髙木助教は、このような場面における人の心理を研究。

現在のテーマは、車の後部座席のシートベルト着用率について。着用しない行動には「リス

クの認識が不十分」という問題だけでなく、「みんな着用してない」という実態も大きく影響

している。髙木助教は「他人に同調することを、逆にリスク回避に活かしたい」と話す。

人の行動心理を探り、リスク回避を促す方法を探求
髙木 彩 助教

□  研 究 室 紹 介

研 究 室PICK UP

後席のシートベルト着用が義務化された2008年以降は
着用率が上昇したが前席に比べると低い
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